






収益的収支

収益的収支・・・「今の下水道を支えるためのお金」
資本的収支・・・「未来の下水道を守るためのお金」
留 保 資 金・・・「未来の下水道を守るための貯金」

利益を積み立て 不足分を補てん



◆収益的収支で利益を出して貯金！

◆資本的収支で将来のための工事！



◆「毎日の経営」は黒字でまわせています。
◆「未来のための整備」にはお金がかかりましたが、貯金で
対応できています。

収益的
収入

収益的
支出

資本的
収入

資本的
支出

40億円

39.3億円

19.5億円

28.4億円

純利益（収益的収入－収益的支出）

＝0.7億円（留保資金）

不足額（資本的収入－資本的支出）

＝8.9億円



長期前受金戻入

12.9億円
32％

下水道使用料

17.8億円
44％

他会計繰入金

9億円
23％

その他

0.3億円
１％

減価償却費

22.2億円
57％

7.2億円
18％

5.1億円
13％

純
利益

0.7
億円



独立採算として健全的な黒字経営を行い、基準外繰入金に頼らないことが目標



企業債

9億円
46％

他会計出資金

9.4億円
48％

1億円
5％

0.1億円
１％

企業債償還金 下水道工事関係 その他

24.4億円
85％

3.9億円
14％

0.1億円
1％

不足分

8.9億円



◆冷蔵庫は１年では使いきれない ～減価償却費～

10年間
使う

10億円そのままの価値

9億円の価値 1億円の費用

8億円の価値 1億円の費用

０億円の価値

1億円の費用



◆回数券はもちろん分けて使います ～長期前受金戻入～

国・県

建てて10年間使う

収入無し

残り9億円

残り10億円

残り9億円残り8億円

1億円収入

1億円収入

1億円収入

残り０億円

・減価償却費：施設を建てたときのお金を「使う年数」に分けて毎年の費用にする仕組み

・長期前受金戻入：国や県からもらうお金を「使う年数」に分けて毎年の収入にする仕組み

・先にお金を払っている・もらっているから、実際にお金が動くわけではないけれど、施

設の価値や使う年数に合わせて、正しく収支を記録するための大切な考え方



①汚水処理費用や施設維持管理費等支出の増加

がますます見込まれる

②基準外繰入金に依存している

③人口減少により下水道使用料収入が減少する

可能性がある

①補助金等、建設改良のための財源確保

②下水道使用料改定の必要性を検討


